
調
印
後
に
握
手
を
交
わ
す
佐
谷
市

長
（
右
）
と
ド
ウ
ボ
フ
カ
市
長
（
左
）

（
昭
和
36
年
６
月
21
日
、
西
公
会
堂
）

　

６
月
１
日
、
舞
鶴
市
民
病
院

の
新
た
な
病
院
長
と
し
て
、

小
谷
澄
夫
氏
（
77
歳
、
前
医
療

法
人
医
誠
会 

東
舞
鶴
病
院
長
）

が
就
任
し
ま
し
た
。
今
後
、
小
谷

病
院
長
を
中
心
に
効
率
的
な
病

院
運
営
に
努
め
ま
す
。

《
内
科
専
門
外
来
を
６
月
末
で
終

了
》
療
養
病
床
（
入
院
医
療
）

に
特
化
す
る
方
針
に
基
づ
く
取

り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
非
常

勤
医
師
に
よ
る
内
科
専
門
外
来

（
循
環
器
内
科
、
内
分
泌
内
科
）

を
６
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
な
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◀
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

※バーコード
リーダー機能
がある携帯電
話 は 下 の QR
コードから。

ユリ科　見ごろ…６月

　本州中部以西のやや日当たりの良い山地に生
える多年草。鱗

りんぺん

片が重なり合った鱗
りんけい

茎があり、茎
の高さは50～100㌢になる。葉は茎の半ばより
上に互生する。初夏、茎の先に１～３個、時には
５～６個の淡紅色の大きな花が横向きに開く。近
年、山の手入れが行き届かなくなったため、日当
たりが悪くなり、花が咲くことが少なくなった。
名前の由来は葉がササの葉に似ていることから。

協力＝瓜生勝朗  市文化財保護委員（植物分野）

ササユリ

　

オ
レ
グ
・
コ
リ
ャ
デ
ィ
ン 

ナ

ホ
ト
カ
市
長
を
団
長
と
す
る
代

表
団
７
人
を
迎
え
、
市
民
交
流

会
を
開
催
。
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
舞

鶴
国
際
交
流
協
会
。

▪
日
時　

６
月
21
日
、
18
時
30

新
病
院
長
に
小
谷
澄
夫
氏

お
、
常
勤
医
師
に
よ
る
次
の

診
療
科
の
外
来
は
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

▪
市
民
病
院　

❖
消
化
器
内

科
❖
呼
吸
器
内
科
❖
神
経
内

科
❖
脳
神
経
外
科
❖
放
射
線

科
❖
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科▪
加
佐
診
療
所　

❖
内
科
❖

消
化
器
内
科
❖
呼
吸
器
内
科

❖
神
経
内
科
❖
歯
科

　

詳
し
く
は
、
同
病
院
（
☎

62
・
２
６
３
０
）
へ
。

分
～
20
時
30
分

▪
場
所　

商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

▪
内
容　

❖
ナ
ホ
ト
カ
市
と
の

交
流
経
験
者
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

❖
在
日
ロ
シ
ア
人
音
楽
家
の

ユ
ル
カ
ー
ノ
ヴ
ァ
・
ナ
タ
ー
リ
ア

さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
の
演
奏
な

ど▪
定
員　

先
着
30
人

▪
参
加
費　

５
，
０
０
０
円

▪
申
し
込
み
方
法　

６
月
10
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
（m

ianpo@
globe.ocn.ne.jp

）
で
同
協

会
（
☎
75
・
８
８
０
１
、
ＦＡＸ
75
・

８
８
０
２
）
へ
。

　

今
年
は
、
昭
和
36
年
６
月
21
日
に
舞
鶴
市
と
ナ
ホ
ト
カ
市

（
ロ
シ
ア
）
が
姉
妹
都
市
を
提
携
し
て
か
ら
50
周
年
。
両
市

の
新
た
な
交
流
の
出
発
点
と
す
る
た
め
、
６
月
19
日
（
日
）

～
25
日
（
土
）、
ナ
ホ
ト
カ
市
代
表
団
が
舞
鶴
市
を
訪
問
。

調
印
の
記
念
日
で
あ
る
６
月
21
日
（
火
）
に
記
念
式
典
と
市

民
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

舞
鶴
市
・
ナ
ホ
ト
カ
市
姉

妹
都
市
提
携
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
観
光
商
業
課

（
☎
66
・
１
０
２
４
）
へ
。

▲夏徳仁・中国共産党大連市委
員会書記（右）と会談

　５月17日～19日、多々見
市長を団長とする代表団４
人が友好都市・大連市（中国）
を訪問。
　17日に夏

か

徳
とくじん

仁・中国共産党
大連市委員会書記と、18日
に李

り

万
ばんさい

才・大連市長と多々見
市長が会談し、❖今後、医療・
福祉などの新たな分野にお
ける人的交流を重視してい
く❖京都舞鶴港の利用拡大
に努力することについて合
意しました。
　また、18 日には現地の
日系企業を訪問し、京都舞

市
民
交
流
会
の
参
加
者
募
集

　

市
で
は
、
今
後
市
が
目
指
す

べ
き
方
向
や
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
で
の
指
針
と
な
る

「
新
た
な
舞
鶴
市
総
合
計
画
」（
平

成
23
年
～
30
年
）
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
の
新
素
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

に
基
づ
き
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

　

新
素
案
は
、
８
年
間
の
長
期

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
定

め
る
基
本
構
想
と
前
期
４
年
間

の
具
体
的
な
施
策
を
示
す
実
行

計
画
の
２
階
層
で
構
成
。
昨
年

12
月
に
同
制
度
に
基
づ
き
、
皆

さ
ん
か
ら
旧
素
案
に
対
す
る
意

見
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
市
長

交
代
に
伴
い
、
あ
ら
た
め
て
素

案
の
見
直
し
を
行
い
、
都
市
像

と
基
本
目
標
を
変
更
し
た
ほ
か
、

各
実
行
計
画
の
数
値
目
標
の
設

定
の
増
加
、
施
策
の
追
加
・
内

容
の
変
更
な
ど
を
行
い
、
新
素

案
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

▪
新
素
案
の
概
要

《
基
本
構
想
》

❖
都
市
像
…
“
東
ア
ジ
ア
に
躍

動
す
る
国
際
港
湾
・
交
流
都
市 

舞
鶴
”

❖
基
本
目
標
…
“
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
・
舞
鶴
”
の
実
現

《
実
行
計
画（
ま
ち
づ
く
り
戦
略
）》

【
第
１
編
】

❖
ま
ち
の
安
定
的
成
長
…
①
働

く
場
の
創
出
と
地
域
経
済
の
安

定
的
成
長
②
魅
力
あ
る
ま
ち
へ

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
）

❖
み
ん
な
で
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
…
①
支
え
合
い
の
基
礎
と

な
る
家
庭
の
構
築
と
生
活
の
支

援
②
地
域
の
つ
な
が
り
と
地
域

力
の
向
上
③
安
心
・
安
全
な
地

域
社
会
の
構
築

❖
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
…

①
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
環
境
づ
く
り
②
生
涯
に
わ
た

る
学
び
の
環
境
づ
く
り

【
第
２
編
】

❖
共
通
方
策
…
①
行
政
の
基
本

方
針
②
持
続
可
能
な
財
政
運
営

の
推
進
③
都
市
と
生
活
を
支
え

る
基
盤
施
設
の
整
備
、
維
持
管

理
の
推
進
④
組
織
改
革
と
職
員

の
能
力
向
上
⑤
計
画
の
進
行
管

理▪
募
集
期
間　

６
月
13
日
（
月
）

ま
で

▪
新
素
案
の
公
表
場
所　

企
画

政
策
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

西
支
所
、
加
佐
分
室
、
中
央
・
東
・

西
・
南
公
民
館
、
大
浦
・
城
南

会
館
、
東
・
西
図
書
館
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▪
提
出
方
法　

様
式
は
自
由
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、「
新
た
な
舞
鶴
市
総
合
計

画
（
新
素
案
）
に
対
す
る
意
見
」

と
明
記
し
て
、
郵
送
か
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
同

課
へ
。
匿
名
、
電
話
、
口
頭
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

　

平
成
23
年
度
に
納
め
て
い
た

だ
く
市
府
民
税
の
納
税
通
知
書

を
、
65
歳
以
上
で
年
金
所
得
に
か

か
る
市
府
民
税
が
あ
る
人
は
６

月
中
旬
に
、
そ
れ
以
外
の
人
は
６

月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
年
金
所
得

に
か
か
る
市
府
民
税
は
、
公
的
年

金
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
る
特

別
徴
収
で
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
年
金
以
外
の
所
得
に
か
か

る
市
府
民
税
は
給
与
か
ら
の
引

き
落
と
し
か
納
付
書
、
口
座
振
替

で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
固
定
資
産
税
を
減
額　

耐
震
・

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
な
ど
》

　

住
宅
に
一
定
の
要
件
を
満
た

す
耐
震
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
、
窓
や
天
井
な
ど
の
断
熱
性

を
高
め
る
省
エ
ネ
改
修
を
実
施

し
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

　

減
額
措
置
を
受
け
る
に
は
、
所

定
の
用
紙（
税
務
課
に
備
え
付
け
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
工
事

完
了
後
３
か
月
以
内
に
同
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
存
在
し
て
い
な
い
家
屋
が
課
税

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
》

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
状
況
に
よ
り
課
税

し
て
い
ま
す
。
取
り
壊
し
た
家

屋
（
全
部
ま
た
は
一
部
）
が
課

税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
今
年
12

月
末
ま
で
に
取
り
壊
す
予
定
の

人
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

市
府
民
税
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
（
☎

66
・
１
０
２
６
）
へ
、
固
定

資
産
税
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
税
務
課
（
☎
66
・

１
０
２
７
）
へ
。

市
府
民
税
・
固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱

い　

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を

考
慮
し
て
最
終
案
を
作
成
。
ま

た
、
意
見
の
概
要
と
意
見
に
対

す
る
市
の
考
え
方
を
整
理
し
公

表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど
は
公
表

し
ま
せ
ん
）。

　

見
直
し
前
の
旧
素
案
に
対
し
、

２
人
か
ら
７
件
の
意
見
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
（
募
集
期
間
：

22
年
12
月
７
日
～
23
年
１
月
６

日
）。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
内
容
は
、

市
是
や
数
値
項
目
、
用
語
の
使

用
な
ど
に
関
す
る
こ
と
で
、
意

見
を
踏
ま
え
、
素
案
の
修
正
等

を
行
う
も
の
が
４
件
、
そ
の
趣

旨
を
施
策
展
開
に
反
映
さ
せ
て

い
く
も
の
が
２
件
、
市
の
考
え

方
を
説
明
し
、
ご
理
解
い
た
だ

く
も
の
が
１
件
で
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
同
課
（
☎
66
・

１
０
４
２
、
ＦＡＸ
62
・
５
０
９
９
）

へ
。

鶴港の利用拡大に向けたポ
ートセールスを行ったほか、
19 日には大連市最大の展示
会である「大連輸出入商品
交易会」に参加し、京都舞
鶴港の知名度アップに努め
ました。　　  《観光商業課》

23
年
度
市
府
民
税

納
税
通
知
書
を
送
付

市
総
合
計
画
の
新
素
案
に
意
見
を

市
府
民
税
・
固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

多々見市長が大連市を訪問

友好の絆強め、半世紀

58

見
直
し
前
の
旧
素
案
に

対
す
る
意
見
の
募
集
結
果

舞
鶴
市
民
病
院


